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   ＜単独決算＞ 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15 年 11 月 5 日の中間決算発表時に公表した平成 16 年 

3 月期（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日）の業績予想(単独決算)を下記の 

とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．当期の業績予想数値の修正(平成 15 年 4月 1日～平成 16 年 3月 31 日) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 87,000 億円 8,000 億円 5,100 億円

今 回 修 正 予 想 ( B ) 88,000 億円 8,800 億円 5,600 億円

増 減 額 ( B － A ) 1,000 億円 800 億円 500 億円

増 減 率 1.1％ 10.0％ 9.8％

(ご参考)前年同期実績 
(平成 1 5 年 3 月期 ) 87,393 億円 8,926 億円 6,340 億円

 

２．修正の理由 

当期の業績予想は、為替相場が想定よりも円安に推移したこと、

また、好調な海外市場における販売台数の増加などにより前回発表予想を

上回る見込みとなりました。 

 

 

 

【注意事項】 

 上記の業績予想に記載されている各数値は、現在入手可能な情報による判断および仮定に基づき算出して 

おり、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に 

照らし、実際の業績等が見通しの数値と大きく異なる可能性があります。なお、上記の不確定性および 

変動可能性を有する要素としては、主に以下のようなものがあります。 

・主要市場における経済情勢および需要の変動 

・為替相場の変動（主に円/米ドル相場、円/ユーロ相場） 

・原価低減や設備投資を計画通り実施する当社の能力 

・主要市場における貿易規制、および環境保全、自動車排ガス、燃費効率、安全性等に関する各種法律、規制 

・主要市場における政治情勢 

・適宜、新製品を開発し市場へ投入する当社の能力 

・当社が事業活動を行う上で生じる当社の責に帰すことのできない様々な障害 

各 位

以 上


